


子ども科学体験教室を行いました

科学技術振興センターでは, 各研究部の職員が日頃取り組んでいる研究や実験などを, 子ど

もたちに楽しく, わかりやすく理解してもらうことを目的に ｢子ども科学体験教室｣ を８月７

～９日の３日間, 四日市市 (センター内) と松阪市 (みえこどもの城, ９日のみ) で行いまし

た｡ 若手研究員が研究内容をわかりやすく説明する ｢ものしり博士講座｣ と実際に実験等が体

験できる ｢科学の広場｣ の二つのコーナーを設け, 子どもたちに科学の面白さを体験していた

だきました｡ 開催期間中はのべ762名の方々にご来場いただき, 会場内は子どもたちで賑わい

ました｡

科学技術振興センターの各研究部では, それぞれの研究分野の特徴をふまえたテーマを企画

する必要があります｡ 工業研究部では金属の性質を調べる実験や, 農業研究部では野菜からの

遺伝子取り出し実験等が行われました｡ 水産研究部では以下のテーマで実施しました｡

【ものしり博士講座】

○すぐに役立つ海の中の危険な生物を知ろう (講師：沖 研究員)

○さかなも時計を持っている！？ (講師：栗山 研究員)

【科学の広場】

○ ｢やどかり｣ はどうやって宿を決めるか調べてみよう

○プランクトンをのぞいてみよう

○潮干狩りの生き物講座 伊勢湾編

○イセエビのからだってどうなっているの？

これらのテーマは, 子どもたちに大変評判がよく, 会場では熱心に顕微鏡を覗く姿や, 夢中

で水槽の中の魚や貝を観察する姿がみられました｡ 子どもたちには, 普段みる機会のない魚介

類やプランクトンを観察したり, 生き物の不思議を体験していただき, 大変充実した時間を過

ごしていただいたと思います｡

今回のイベントは, 子どもたちが対象であるということがポイントの一つです｡ 科学技術振

興センターでは, 子どもの ｢科学離れ｣ の解消に寄与するためにホームページ ｢みえサイエン

スパーク｣ のコンテンツを充実させることや, 小中学校の ｢総合学習｣ の実施にともない, 研

究部の職員が学校に出向いて研究成果の説明や実験を行う ｢出前科学体験教室｣ を実施するな

ど, 子どもを対象とした各種事業を行っています｡ こうした取り組みを通じて, 子どもたちに

科学や自然に対する好奇心が育まれ, 科学技術の発展に関心を持っていただければと願ってい

ます｡

(文責：企画調整グループ 青木秀夫)
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